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尾
張
大
橋
架
け
替
え
は
。

市
長 

桑
名
市
、
木
曽
岬

町
と
連
携
し
周
辺
の
堤
防
整
備

と
合
わ
せ
、
早
期
事
業
化
に
向

け
国
交
省
に
要
望
し
て
い
く
。

不
安
解
消
の
考
え
を
含
め

総
括
を
。

当
面
、
大
型
土
の
う
設
置

な
ど
可
能
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
少
し
で
も
不
安
解

消
に
努
め
る
。

平
成
8
年
に
県
知
事
か
ら
出

さ
れ
た
「
危
険
な
踏
切
道
の
拡

幅
に
係
る
指
針
」
に
つ
い
て
、

以
下
を
問
う
。

指
導
さ
れ
た
と
い
う
認
識

は
あ
る
か
。

土
木
課
長 
具
体
的
な
指

導
は
な
い
。

「
自
由
通
路
整
備
に
よ
っ

て
近
接
す
る
踏
切
を
廃
止
す

る
」
と
い
う
要
求
は
J
R
側
か

ら
あ
っ
た
か
。

踏
切
の
廃
止
要
求
は
な

い
。

指
針
と
言
う
応
援
が
あ
り

な
が
ら
、
踏
切
内
に
歩
道
を
整

備
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

踏
切
前
後
の
道
路
と
合
わ

せ
た
整
備
計
画
で
な
い
と
、
通

行
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
ず
、

関
係
機
関
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
。

指
針
が
出
た
後
、
J
R
気

高
潮
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
た
時
点
で
、
大
型
土
の
う
設

置
の
実
施
を
決
定
。

尾
張
大
橋
愛
知
県
側
の
越

波
を
想
定
し
た
、
土
の
う
を
積
む

訓
練
を
国
は
し
て
い
る
の
か
。

弥
富
市
側
の
国
道
1
号
区

間
を
想
定
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
を

仮
設
再
現
し
、
大
型
土
の
う
設

置
訓
練
を
実
施
し
た
。

何
台
の
重
機
（
バ
ッ
ク
ホ

ウ
）
で
土
の
う
を
積
む
予
定
か
。

2
台
。

大
地
震
に
伴
う
津
波
に
対

応
し
て
い
る
か
。

想
定
し
て
い
な
い
。

令
和
3
年
度
の
河
床
調
査

の
結
果
は
。

3
月
以
降
の
回
答
と
な
る
。

備
し
、
引
き
続
き
弥
富
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
を
面
的
に
進
め

る
。

台
風
接
近
時
に
土
の
う
を

積
む
の
は
ど
の
よ
う
な
団
体

か
。

総
務
部
長 

愛
知
県
建
設

業
協
会
。

災
害
支
援
協
定
は
、
現

在
、
結
ば
れ
て
い
る
か
。

現
在
も
継
続
中
。

ど
の
よ
う
な
状
況
で
土
の
う

の
設
置
に
向
け
動
き
出
す
の
か
。

開
踏
切
前
後
の
歩
道
用
地
確
保

に
ど
う
動
い
た
か
。

動
い
た
記
録
は
な
い
。

指
針
を
上
手
に
解
釈
し
協

議
す
れ
ば
、
踏
切
内
の
歩
道
設

置
が
出
来
る
と
考
え
る
が
。

踏
切
道
だ
け
の
歩
道
設
置

で
安
全
確
保
さ
れ
る
も
の
で
な

い
。

踏
切
の
安
全
策
は
、
自
由

通
路
で
は
な
く
踏
切
の
歩
道
整

備
を
要
望
す
る
が
総
括
を
。

市
長 

交
通
結
節
点
を
整

問
答 踏
切
内
の
歩
道
設
置
で
安
全
確
保
を

道
路
整
備
と
同
時
に
整
備

問
答

尾張大橋の
不安解消は

可能な対策を
講じていく

▲尾張大橋北側（小島町）から見た木曽川河床

▲JR弥富駅東側の踏切（気開）

答 問答 問

答答 問

答答 問問問

答問問問

問問

答答答

答答

答 問

答 問

答

問

問

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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